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教
育
委
員
の
任
命
を
同
意

桑
原
國く
に
ひ
ろ廣
教
育
委
員
の
任
期
満
了

に
つ
き
、
後
任
に
岡
田
富
雄
氏
を
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

昭
和
27
年
9
月
4
日
生

　

東
結
１
２
８
番
地

道
州
制
移
行
に
反
対
す
る
意
見
書
を

可
決道

州
制
に
つ
い
て
、
町
村
や
住
民

に
説
明
も
な
く
移
行
の
動
き
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
安
八
町
議
会
と
し

て
、
反
対
の
意
見
書
を
可
決
し
、
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
・
参
両
院
議
会
議

長
な
ど
へ
送
付
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。

会
計
決
算
を
承
認

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
は
９

月
6
日
か
ら
20
日
ま
で
の
15
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
、
教
育
委
員
の

任
命
同
意
、
平
成
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
と
条
例
制
定
、
ま
た

平
成
24
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
決
算
認
定
な
ど
9
議
案
が
提

案
さ
れ
全
会
一
致
で
可
決
。
ま
た
、

土
地
開
発
公
社
の
平
成
24
年
度
決

算
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
制

定
と
決
算
認
定
は
、
各
委
員
会
に

付
託
さ
れ
審
査
の
う
え
、
す
べ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行

わ
れ
、
５
人
の
議
員
が
「
安
八
町

の
内
部
統
制
」「
安
八
町
と
安
八

町
商
工
会
共
同
企
画
に
つ
い
て
」

「
将
来
の
交
通
安
全
対
策
」「
企
業

会
計
の
導
入
、
広
報
無
線
と
サ
イ

レ
ン
、
庁
舎
内
の
案
内
所
設
置
」

「
気
象
庁
の
特
別
警
報
と
町
の
対

平成25年 第3回

９月6日～20日

定 例 会

支
出
の
総
額
は
83
億
円

会計 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額

一般会計 	 61億4011万円 	 57億	1576万円 	 4億	2435万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 	 15億	4171万円 	 14億	9308万円 4863万円

後期高齢者医療特別会計 	 1億	1516万円 	 1億	1247万円 269万円

水道事業会計 	 1億	7234万円 	 2億	 980万円
（減価償却費を含む） △3746万円

公共下水道事業特別会計 	 8億	1864万円 	 7億	6225万円 5639万円

計 	 87億	8796万円 	 82億	9336万円 	 4億	9460万円

平
成
24
年
度
決
算
認
定

平成24年度決算の概要

岡田 富雄 氏

応
」
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
た
だ

し
ま
し
た
。

昨年10月、安八町で開催された岐阜清流国体成年男子バレーボール
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シドニー・オペラハウス前にて少年教育交流団

（決算額1357万5千円：中国・オーストラリア）

安八温泉リニューアルオープン

（決算額7300万9千円）

県営かんがい排水事業（パイプライン化）

（決算額2608万6千円）

平成２４年度　一般・特別会計決算

83 億円はこう使われた

明日を担う人づくり
○子育て支援の充実	 １億　７３５万円

○心豊かな人材育成	 ２５２５万円

○学校教育の充実	 ４４０２万円

○生涯学習の充実	 １７２１万円

○体育・スポーツの振興	 ４３０５万円

助け合いのまちづくり
〇健康づくりの推進	 ８１１７万円

○社会福祉の充実	 ３億４４９１万円

協働によるまちづくり

明日を開くまちづくり

○コミュニティ施設の整備	 ２４０万円

○ホームページの更新	 ６８万円

○窓口サービスの充実	 １０５万円

活力あるまちづくり
○農業の振興	 １億２０６９万円

○商工業の振興	 ４５３３万円

○観光の振興	 ５１９万円

快適に暮らせるまちづくり
○安全・安心な暮らし	 ８１５万円

〇環境対策の充実	 ５１３７万円

○道路網・交通網の整備	２億１９７４万円

○公共交通機関の整備	 １２２７万円

○上水道の整備	 ２４７４万円

○下水道の整備	 ４１５６万円

（主な事業のみ記載しています）
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Ｑ　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
は

何
を
求
め
て
い
る
の
で
す
か
。

福
祉
課
長　

目
的
は
少
子
化
対
策

で
す
。
幼
児
教
育
、
保
育
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た
計
画
を

市
町
村
で
つ
く
り
ま
す
。
親
が
働

け
る
環
境
整
備
を
独
自
で
考
え
て

い
く
も
の
で
す
。

Ｑ　

本
計
画
は
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
も
含
ま
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、

保
育
園
は
厚
労
省
管
轄
で
、
小
学

校
は
文
科
省
の
管
轄
で
す
。
こ
の

支
援
法
は
ど
ち
ら
の
管
轄
で
す
か
。

福
祉
課
長　

厚
労
省
の
管
轄
で
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
こ

と
は
、
学
校
教
育
法
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ　

会
議
で
は
、
要
望
が
い
ろ
い

ろ
出
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
独
自

で
予
算
化
す
る
の
で
す
か
。

福
祉
課
長　

保
護
者
、
小
学
校
、

保
育
園
の
方
に
会
議
に
は
い
っ
て

い
た
だ
き
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
た
後
、
意
見
を
聞
い
て
、
予
算

も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

な
ぜ
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

計
画
を
26
年
度
中
に
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
す
か
。
ま
た
計
画

が
出
来
上
が
れ
ば
、
会
議
は
解
散

す
る
の
で
す
か
。

福
祉
課
長　

現
在
の
子
育
て
計

画
が
平
成
26
年
度
ま
で
の
た
め
、

26
年
度
中
に
次
期
計
画
を
定
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

策
定
後
も
計
画
の
評
価
と
見

直
し
の
た
め
、
会
議
は
継
続
し

ま
す
。

Ｑ　

特
定
地
域
型
保
育
事
業
と

は
？

福
祉
課
長　

小
規
模
保
育
、
家

庭
的
保
育
、
事
業
所
内
保
育
で

す
。

委
員
会
審
査
報
告

民
生
文
教

９
月
10
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

主
な
質
問
と
回
答

安
八
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
の
制
定

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金 
44
万
円

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決

算
の
認
定

平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

決
算
の
認
定

主
な
審
査
項
目

Ｑ　

会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
子
育

て
事
業
に
従
事
す
る
者
の
中
か

ら
選
任
す
る
の
は
誰
で
す
か
。

福
祉
課
長　

保
育
園
の
園
長
を

考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
町
内

在
住
者
に
限
り
ま
す
か
。

福
祉
課
長　

原
則
と
し
て
町
内

の
在
住
者
で
す
。
た
だ
し
、
学

識
経
験
者
は
、
町
内
の
在
住
者

で
な
く
て
も
結
構
で
す
。 ひかりの里で所生さんの作業の様子を視察しました

A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告
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A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告

Ｑ　

道
路
工
事
等
で
埋
め
立
て
と

同
時
に
舗
装
し
て
い
る
箇
所
や
、

埋
め
立
て
か
ら
1
年
ほ
ど
し
て
舗

装
し
て
あ
る
箇
所
が
あ
る
が
、
道

路
整
備
の
舗
装
の
考
え
方
は
？

建
設
課
長　

原
則
は
、
集
落
内
道

路
に
は
防
塵
舗
装
し

て
２
～
３
年
経
っ
て

か
ら
舗
装
を
し
ま
す
。

農
道
に
つ
い
て
は
県

補
助
金
を
い
た
だ
き

継
続
的
に
路
盤
工
事

ま
で
行
い
、
１
～
２

年
後
に
舗
装
し
ま
す
。

Ｑ　

稲
作
の
空
中
散

布
防
除
は
、
年
々
依

頼
者
が
増
え
て
い
る

と
思
う
が
、
作
付
面

積
に
対
し
て
ど
の
く

ら
い
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　

作

付
面
積
の
98
％
程
度

で
す
。

Ｑ　

24
年
度
に
、
決

算
で
残
っ
た
現
金

２
億
１
千
万
円
は
、

も
っ
と
他
に
使
う
こ

と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
で
す
か
。

総
務
課
長　

財
政
状
況
が
厳
し
く
、

将
来
の
た
め
の
基
金
が
減
っ
て
来

て
お
り
ま
す
。
２
億
１
千
万
円
は
、

基
金
へ
積
み
立
て
ま
す
。

Ｑ　

町
民
の
皆
様
へ
の
通
知
文
書

な
ど
を
、
配
達
人
か
ら
郵
送
へ
と

委
員
会
審
査
報
告

総
務
産
建

９
月
11
日 

午
前
10
時
か
ら
開
催

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
歳
入
）

●
地
方
特
例
交
付
金 

74
万
円

●
普
通
交
付
税 
７
１
７
８
万
円

●
臨
時
財
政
対
策
債 

３
７
７
０
万
円

●
財
政
調
整
基
金
積
立 

 
 

３
６
３
５
万
円

●
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金 

 
 

７
１
５
５
万
円

（
歳
出
）

●
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
集
塵
装
置

改
修
交
付
金 

７
１
５
５
万
円

●
都
市
計
画
基
本
図
作
成
業
務
委
託

 

１
３
５
４
万
円

●
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
補
助
金

　

 

31
万
円

●
県
単
土
地
改
良
事
業 

７
２
０
万
円

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

平
成
24
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

決
算
の
認
定

切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

文
書
配
達
の
経
費
は
ど
の
く
ら

い
削
減
で
き
ま
し
た
か
。

総
務
課
長　

平
成
24
年
度
の
配

達
委
託
・
切
手
代
支
出
は

４
３
６
万
円
で
す
。
23
年
度
に

比
べ
る
と
、
１
４
５
万
円
の
減

少
で
す
。

Ｑ　

飛
騨
美
濃
自
慢
農
産
育
成

事
業
の
中
身
は
？
ま
た
財
源

は
？

産
業
振
興
課
長　

岐
阜
ク
リ
ー

ン
農
業
推
進
機
械
整
備
の
も
の

で
、
入
方
営
農
、
上
村
集
落
営

農
、
ク
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
牧
、

牧
園
芸
組
合
へ
、
設
備
を
導
入

す
る
際
の
補
助
と
し
て
支
出
し

ま
し
た
。

　

県
4
分
の
1
、
町
3
分
の
1
、

残
り
は
各
組
合
の
負
担
で
す
。

Ｑ　

工
場
等
設
置
補
助
金
の
内

訳
は
？

企
画
調
整
課
長　

企
業
立
地
促

進
事
業
に
は
、
工
場
等
設
置
奨

励
金
、
雇
用
促
進
奨
励
金
の
2

つ
が
あ
り
ま
す
。
決
算
に
あ
る

の
は
、
工
場
等
設
置
奨
励
金
の

新
規
１
社
、
継
続
１
社
で
す
。

奨
励
金
制
度
は
、
３
年
間
継
続

し
ま
す
。

主
な
審
査
項
目

農道の舗装予定地を視察しました（森部地区）

主
な
質
問
と
回
答
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況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

兼
務
は
24
の
役
職
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
地
方

自
治
法
や
安
八
町
条
例
に
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
兼
務
を
解
く
場

合
に
は
条
例
の
改
正
を
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
十
分
な

議
論
が
必
要
で
す
。

国・県へ補助金・交付金などを

申請し、審査を経て、町への交

付額が決定します。申請額に対

する交付決定額の割合です。

内示率とは？
一口メモ

特
別
委
員
会
審
査
報
告

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

建
設
促
進

９
月
6
日 
午
後
１
時
15
分
か
ら
開
催

主
な 

審
査
項
目

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

●
中
地
区
周
辺
環
境
整
備
事
業 

 　

４
２
０
０
万
円

平
成
24
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認
定

Ｑ　

地
元
要
望
に
応
え
る
た
め
に

予
算
を
執
行
す
る
の
は
初
め
て
で

す
か
。

ス
マ
ー
ト
準
備
室
長	

こ
れ
が
初

め
て
の
執
行
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

ス
マ
ー
ト
IC
の
ア
ク
セ
ス
道

路
を
整
備
す
る
た
め
の
国
か
ら
の

社
会
資
本
整
備
補
助
金
の
内
示
率

が
、
80
％
と
説
明
さ
れ
た
が
、
こ

れ
で
十
分
で
す
か
。

建
設
調
整
監　

20
％
分
が
不
足
し

て
い
る
の
で
、
工
期
に
影
響
が
で

な
い
か
心
配
で
す
。

町
長　

期
成
同
盟
会
を
組
織
化
し

て
、
国
へ
陳
情
し
、
不
足
分
を
補

う
よ
う
努
力
し
ま
す
。

主
な
質
問
と
回
答

特
別
委
員
会
審
査
報
告

議
会
改
革

9
月
6
日 

午
後
2
時
40
分
か
ら
開
催

●
図
書
の
購
入
と
配
布

　

議
会
改
革
の
関
連
書
籍
を
３

種
類
購
入
す
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
「
図
解　

地
方
議
会
改
革
実
践
の
ポ
イ
ン

ト
１
０
０
」
は
議
員
全
員
に
配

布
し
、
他
の
2
種
類
は
１
冊
ず

つ
議
会
事
務
局
に
て
閲
覧
し
ま

す
。

●
執
行
部
組
織
の
役
職
と
の
兼
務

　

三
重
県
議
会
な
ど
、
改
革
を

進
め
て
い
る
議

会
で
は
、
議
員

と
執
行
部
の
役

職
を
兼
務
す
る

こ
と
は
、
法
的

な
裏
付
け
が
あ

る
場
合
を
除
い

て
、
基
本
的
に

行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
安

八
町
議
会
の
状

購入する議会改革関連書籍

A N P A C H I

委 員 会  審 査 報 告
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平
成
18
年
5
月
に

施
行
さ
れ
た
会
社

法
で
、
内
部
統
制
の
仕
組

み
を
義
務
付
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
内
部
統
制

と
は
、
取
締
役
が
他
の
取

締
役
並
び
に
従
業
員
の
不

正
を
未
然
に
防
ぎ
、
企
業

活
動
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ

さ
な
い
た
め
の
仕
組
み
で

す
。こ

う
し
た
内
部
統
制
の

取
り
組
み
へ
の
流
れ
は
、

地
方
公
共
団
体
に
も
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
総
務
省
は
平
成
21
年

3
月
に
、「
内
部
統
制
に

よ
る
地
方
公
共
団
体
の
組

織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
」

を
作
成
し
て
各
地
方
自
治

体
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
が
公
表
し
た
地

方
公
共
団
体
に
お
け
る
懲

戒
処
分
者
数
は
、
平
成
10

年
が
４
４
５
３
人
、
平
成

19
年
が
７
８
２
９
人
で
大

幅
に
増
え
て
お
り
、
大
変

憂
慮
す
べ
き
事
態
で
す
。

地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
内
部
統
制
に
関
し
て
は
、

民
間
企
業
と
異
な
り
幾
多

の
問
題
点
が
あ
り
、
導
入

す
る
自
治
体
が
な
か
な
か

増
え
な
い
こ
と
は
承
知
し

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
先
進
的
な
地

方
公
共
団
体
で
は
す
で
に

内
部
統
制
組
織
を
立
ち
上

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
比

較
的
小
規
模
自
治
体
で
も

準
備
段
階
に
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
安
八
町
と
し
て
、

今
後
い
か
に
対
応
さ
れ
る

方
針
か
町
長
に
お
う
か
が

い
し
ま
す
。

	

内
部
統
制
に
よ
っ

て
、
不
正
や
不
祥

事
が
起
こ
ら
な
い
、
起
こ

そ
う
と
し
て
も
出
来
な
い

仕
組
み
づ
く
り
を
、
組
織

内
部
で
作
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

安
八
町
で
も
こ
う
し
た

不
正
、
不
祥
事
が
起
こ
せ

な
い
仕
組
み
づ
く
り
に
す

で
に
取
り
組
み
を
始
め
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
他
の
市
町
村

に
お
い
て
、
職
員
が
現
金

を
取
り
扱
う
こ
と
で
不
祥

事
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
当
町
で
は
、

一
部
を
除
き
職
員
が
直
接

現
金
を
取
り
扱
わ
な
い
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
に
改
善
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
内
部
統

制
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

行
っ
た
も
の
で
す
。

そ
の
他
、
外
部
監
査
制

度
の
導
入
や
内
部
通
報
制

度
な
ど
も
不
正
や
不
祥
事

を
早
い
段
階
で
抑
え
込
む

こ
と
に
は
有
力
な
手
段
と

考
え
て
い
ま
す
。

安
八
町
規
模
の
自
治
体

に
対
す
る
適
性
な
ど
も
考

慮
し
な
が
ら
、
導
入
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
担
当
部
署
の
職
員
に

先
進
地
の
取
り
組
み
を
よ

く
調
査
さ
せ
、
安
八
町
の

内
部
統
制
全
般
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
究
を
し
、

平
成
26
年
度
内
に
は
方
向

性
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

内
部
統
制
組
織
を
立
ち
上

げ
よ

26
年
度
内
に
は
方
向
性
を

出
し
ま
す

［
町
長
］　大

おおひら

平文
ふみ お

雄

ここが聞きたい 一 般 質 問

町職員は、毎朝の朝礼で連絡・報告をしています

A N P A C H I

A N P A C H I

町 政 を  問 う
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商
工
会
助
成
金
に

つ
い
て
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
と
お
聞
き

し
ま
し
た
。
財
政
が
厳
し

い
折
で
す
が
、
商
工
会
の

活
動
縮
小
へ
と
つ
な
が
り

か
ね
な
い
か
と
懸
念
し
ま

す
。
町
全
体
に
活
気
を
求

め
る
た
め
に
は
「
無
か
ら

有
を
作
り
出
す
企
画
」
が

必
要
で
す
。

　

ひ
と
つ
提
案
し
ま
す
。

東
海
地
方
最
大
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
「
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
た
け
と
よ
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

４
万
枚
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
秋

に
は
29
万
枚
を
つ

か
っ
た
日
本
最
大

級
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
が
鹿
児
島
県

に
完
成
予
定
で
す
。

パ
ネ
ル
の
完
成
度

が
高
ま
っ
て
き
た

と
感
じ
ま
す
。

　

環
境
省
の
提
言

コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
「
緑
の
贈
与
」

に
注
目
し
ま
す
。
こ
れ
は

祖
父
母
が
太
陽
光
発
電
な

ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

出
資
し
、
売
電
収
入
が
子

や
孫
の
口
座
に
振
り
込
ま

れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

商
工
会
と
行
政
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
安
八
町

と
安
八
町
商
工
会
と
の
共

同
企
画
提
案
の
一
例
で
す

が
、
町
の
将
来
に
対
し
、

商
工
会
か
ら
の
助
言
・
提

案
は
不
可
欠
で
す
。
安
八

町
と
安
八
町
商
工
会
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　

	

現
在
、
国
に
お
い

て
導
入
が
検
討
さ

れ
て
い
る
「
緑
の
贈
与
制

度
」
を
一
例
と
し
て
、
安

八
町
商
工
会
と
し
っ
か
り

連
携
し
、
安
八
町
発
展
の

た
め
に
積
極
的
に
取
り
組

め
と
い
う
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

商
工
会
と
の
共
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
滋

賀
県
守
山
市
で
緑
の
贈
与

型
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

ら
れ
、
他
に
高
知
県
土
佐

清
水
市
で
も
同
様
の
動
き

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

緑
の
贈
与
に
つ
い
て
は
、

政
府
・
与
党
が
成
長
戦
略

に
特
化
し
た
税
制
改
革
大

綱
に
盛
り
込
み
、
早
け
れ

ば
年
明
け
か
ら
導
入
す
る

方
向
で
検
討
に
入
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

商
工
会
の
関
係
で
す
が
、

当
町
で
は
、
行
政
事
業
全

般
に
つ
い
て
、
見
直
し
検

討
を
随
時
進
め
て
お
り
、

商
工
会
助
成
金
も
検
討
し

て
い
る
段
階
で
す
。
全
般

的
に
例
外
な
く
見
直
し
を

進
め
て
い
き
ま
す
が
、
財

政
が
厳
し
い
の
で
一
律
に

削
減
す
る
と
い
う
の
で
は

な
く
、
安
八
町
の
発
展
に

つ
な
が
る
も
の
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
る
も
の
に
つ
い
て

は
慎
重
に
対
応
し
ま
す
。

提
言
い
た
だ
い
た
安
八

町
の
将
来
の
発
展
に
つ
な

が
る
商
工
会
と
の
共
同
企

画
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
安
八
町
商
工
会
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
町
と
し
て

も
協
力
・
参
加
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

安
八
町
と
安
八
町
商
工
会

の
共
同
企
画
を

商
工
会
と
の
連
携
を
検
討

し
ま
す

［
町
長
］

西
にしまつ

松　巖
いわお

鹿児島県で今秋稼働予定の日本最大級のメガソーラー

A N P A C H I

一 般 質 問
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小
中
学
校
合
同
地

区
集
会
に
参
加
し

ま
し
た
。
登
下
校
時
や
地

域
内
の
危
険
箇
所
、
災
害

時
の
対
応
、
携
帯
電
話
や

パ
ソ
コ
ン
の
有
害
サ
イ
ト

等
の
問
題
が
提
示
さ
れ
熱

心
に
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ま
と
め
の
記
録
表

の
中
で
、
一
番
多
く
出
た

の
が
道
路
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
で
す
。
中
に
は
自

転
車
事
故
の
報
告
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
通
学
路
の

変
更
を
要
望
し
て
い
る
地

区
も
あ
り
、
子
ど
も
達
は

い
つ
も
危
険
な
場
所
を
通

学
し
て
い
る
の
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
ス
マ
ー
ト

IC
や
大
垣
江
南
線
が
仮
に

開
通
し
た
時
に
は
、
町
内

の
交
通
量
は
今
よ
り
増
え

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
子
ど

も
達
の
通
学
路
の
問
題
は
、

近
い
将
来
の
安
八
町
の
交

通
安
全
対
策
や
道
路
整
備

を
考
え
る
一
石
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
IC
や
大

垣
江
南
線
の
開
通

予
定
は
、
平
成
28
年
度
末

で
、
交
通
安
全
対
策
を
早

急
か
つ
計
画
的
に
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

歩
道
の
整
備
、
横
断
歩

道
や
信
号
機
の
設
置
な
ど

を
検
討
し
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

将
来
の
交
通
安
全
対
策
は
？

28
年
度
末
を
目
標
に
安
全

な
町
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す

［
総
務
課
長
］岩

いわた

田譲
じょうじ

治

大垣江南線の高架下の通学路

ここが聞きたい
A N P A C H I

町 政 を  問 う

　
　
　

	

小
中
学
校
合
同

地
区
集
会
で

「
昨
年
も
同
じ
意
見

が
出
ま
し
た
。
今
年

も
で
す
。
意
見
を
出

し
て
も
回
答
が
あ
り

ま
せ
ん
、
ぜ
ひ
対
策

の
公
表
を
お
願
い
し
ま

す
。」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
提
案
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
に
対
し
て
は
的
確
な

回
答
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

町
に
は
多
く
の
町
民

の
意
見
を
聞
く
会
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。　

そ
の
課

題
の
対
応
は
庁
内
で
十
分

検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
公
表
ル
ー

ル
は
明
確
で
す
か
。

　
　

要
望
に
対
す
る
公

表
ル
ー
ル
は
、
現

在
、
明
確
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

一
般
的
な
要
望
事
項

に
対
す
る
回
答
は
担
当
課

か
ら
し
ま
す
。

　

提
案
の
内
容
に
も
よ

り
ま
す
が
、
15
日
間
を
目

安
に
回
答
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

質
問

回
答

提
言
に
対
す
る
回
答
ル
ー

ル
を
明
確
に

15
日
以
内
に
回
答
を
公

表
し
ま
す

［
総
務
課
長
］

Q U E S T I O NA N S W E R
質
問

回
答

2013.11.1あんぱち議会だより　第55号9



A N P A C H I

一 般 質 問

	　
　

財
政
改
革
を
強
く

行
う
上
に
も
、
住

民
の
方
々
に
財
政
事
情
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
納

得
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
行
政
の
会
計

は
、
大
変
わ
か
り
づ
ら
い

の
で
、
一
般
の
方
に
は
、

貸
借
対
照
表
な
ど
の
企
業

会
計
で
示
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

	

わ
か
り
や
す
く
公

表
す
る
こ
と
で
、

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N
回
答

A N S W E R

企
業
会
計
の
導
入
を

わ
か
り
や
す
い
財
務
情
報

の
提
供
を
め
ざ
し
ま
す［総

務
課
長
］

安
やすい

井　忠
まこと

庁舎屋上に取り付けられているサイレン

職
員
全
体
が
案
内
係
に

な
り
ま
す

役
場
に
案
内
係
を

質
問

Q U E S T I O N

広
報
無
線
と
サ
イ
レ
ン
の

整
備
は
？

普
及
と
整
備
を
進
め
ま

す

質
問

Q U E S T I O N

財
政
の
透
明
性
を
高
め
、

住
民
や
議
会
に
対
し
説
明

責
任
を
果
た
し
、
財
務
運

営
の
適
正
化
を
図
る
た
め

に
、
現
在
、
貸
借
対
照
表

を
含
む
財
務
書
類
を
作
成

中
で
す
。順
次
、町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

	　
　

非
常
時
に
必
要
な

広
報
無
線
受
信
機

を
購
入
し
て
い
な
い
世
帯

や
、
サ
イ
レ
ン
や
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
が
聞
こ
え
な
い

地
域
が
あ
り
ま
す
。
十
分

に
シ
ス
テ
ム
機
能
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
追
加
整

備
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

	

携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
の
普

及
や
広
報
無
線
受
信
機
の

購
入
の
促
進
を
図
り
、
サ

イ
レ
ン
と
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
の
届
き
に
く
い
地
域

を
調
査
、
研
究
し
な
が
ら

進
め
ま
す
。

質
問

回
答

	　
　

初
め
て
役
場
に
来

ら
れ
た
方
や
高
齢

の
方
、
若
い
方
な
ど
自
分

の
用
事
が
、
何
課
で
ど
こ

に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

方
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
来
庁
者
は
、
庁
舎
に

入
っ
た
最
初
の
対
応
に

よ
っ
て
、
役
場
全
体
の
第

一
印
象
を
良
く
も
悪
く
も

し
ま
す
。
県
庁
や
市
役
所

と
同
じ
く
、
当
庁
舎
も
案

内
係
の
配
置
を
望
み
ま
す
。

　
　

	

よ
り
親
し
み
や
す

い
窓
口
を
目
指
し
、

カ
ウ
ン
タ
ー
を
低
く
し
、

机
を
前
向
き
に
し
ま
し
た
。

職
員
全
体
が
案
内
係
と
な

り
、
積
極
的
な
声
か
け
と
、

さ
ら
な
る
職
員
の
意
識
改

革
を
図
り
、
窓
口
の
接
遇

に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問

回
答

［
総
務
課
長
］

［
総
務
課
長
］

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R
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涙
な
が
ら
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

本
年
８
月
30
日
、
数
十

年
に
一
度
の
現
象
を
基
準

に
発
表
さ
れ
る
気
象
庁
の

「
特
別
警
報
」
の
運
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。

「
特
別
警
報
」
が
発
表

さ
れ
た
場
合
に
は
、
市
町

村
は
住
民
に
対
し
て
「
直

ち
に
身
を
守
る
よ
う
呼
び

か
け
る
」
と
と
も
に
「
非

常
に
危
険
な
状
況
で
あ
る

こ
と
を
周
知
さ
せ
る
」
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
「
特

別
警
報
」
へ
の
対
応
方
法

は
、
極
め
て
曖
昧
な
表
現

で
し
た
。
自
ら
の
命
を
守

る
た
め
の
行
動
を
と
る
具

体
的
な
方
法
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
適
切
な
助
言
や
指

導
、
支
援
が
必
要
で
す
。

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
市
町
村
と
住
民
が
十

分
な
意
思
疎
通
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
行
動

計
画
を
作
り
上
げ
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
行
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、「
特
別
警
報
」

が
発
表
さ
れ
た
場
合
の
町

の
対
応
に
つ
い
て
町
長
に

お
尋
ね
し
ま
す
。　
　

ま
た
、
企
画
調
整
課
長

に
は
、
地
域
防
災
計
画
で

の
「
特
別
警
報
」
に
対
す

る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

総
務
課
長
に
は
、
町
民
へ

の
広
報
の
手
段
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
お
尋
ね
し
ま
す
。

	

「
特
別
警
報
」
の
発

表
時
に
お
け
る
町

の
体
制
を
災
害
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
記
載
し
ま
す
。

　
（
企
画
調
整
課
長
）

	

町
民
の
安
全
確
保

の
た
め
区
長
会
な

ど
関
係
機
関
と
十
分
な
連

携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

							

（
総
務
課
長
）

　

	

地
方
自
治
体
の
対

応
方
法
に
は
課
題

が
多
い
た
め
、
国
や
県
と

整
合
を
と
り
な
が
ら
初
動

体
制
が
取
れ
る
よ
う
早
急

に
検
討
を
進
め
ま
す
。

	（
町
長
）

回
答

回
答

回
答

気
象
庁
が
発
表
す
る
「
特

別
警
報
」
そ
の
時
の
町
の

対
応
は
？

初
動
体
制
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

整
備
し
て
、
早
急
に
運
用

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す［

町
長
］小

おがわ

川文
ふみ お

雄

	
昭
和
34
年
９
月
26

日
、
本
土
に
上
陸

し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
死

者
・
行
方
不
明
者
が

５
０
０
０
人
を
超
え
る
大

災
害
で
、
私
が
、
今
ま
で

に
体
験
し
た
中
で
最
も
恐

ろ
し
い
台
風
で
し
た
。
名

古
屋
の
友
人
か
ら
、
学
校

の
運
動
場
は
遺
体
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、
そ
の
中
に
は

多
く
の
同
級
生
が
い
た
と

質
問

回
答

A N S W E R
質
問

Q U E S T I O N

過去の災害で「特別警報」に相当するもの（気象庁発表）

　伊勢湾台風の被害を伝える新聞（昭和34年）
　岐阜タイムス（現在の岐阜新聞）

ここが聞きたい
A N P A C H I

町 政 を  問 う
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総務産建

視察研修報告

愛知県 武豊町
 人口　4 万 2,704 人
面積　25 ｋ㎡

静岡県 御前崎市
人口　3 万 4,603 人
面積　65 ｋ㎡

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
報

道
か
ら
得
て
い
た
「
浜
岡

原
子
力
発
電
所
」
の
地
震

や
津
波
対
策
に
つ
い
て
の

印
象
は
、
実
際
に
見
る
と

聞
く
と
で
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
国
内
に
あ
る

原
発
す
べ
て
に
お
い
て
、

国
の
定
め
る
基
準
の
も
と

同
程
度
の
対
応
策
が
同
様

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
中
心
的

役
割
を
果
た
す
と
考

え
て
い
た
太
陽
光
発

電
に
対
す
る
認
識
が

大
き
く
変
わ
っ
た
研

修
で
し
た
。

太
陽
光
発
電
を
は

じ
め
と
す
る
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電

は
、
電
力
の
品
質
保

持
の
た
め
他
の
火
力

発
電
な
ど
と
バ
ラ
ン
ス
よ

く
活
用
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
火
力
発
電
は
化

石
資
源
を
消
費
す
る
こ
と

に
な
り
、
限
り
あ
る
資
源

を
少
し
で
も
有
効
活
用
し

な
が
ら
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
今
後
の
新
興
国

の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
需
要
の
増
加

で
、
深
刻
な
資
源
の
不
足

に
至
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

個
々
の
原
発
に
よ
っ
て
大

き
な
差
が
あ
る
こ
と
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
国
の
定
め
る
基
準
は

同
じ
で
あ
っ
て
も
浜
岡
原

子
力
発
電
所
な
ら
で
は
の

対
応
策
が
二
重
三
重
以
上

に
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
脱

原
発
と
盛
ん
に
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
次
世
代
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
確
立
し
て

い
な
い
現
状
で
は
、
難
し

い
選
択
で
す
。

今
回
の
視
察
で
、環
境
、

経
済
、
安
全

に
つ
い
て
よ

り
一
層
深
く

考
え
、
各
々

が
よ
く
判
断

す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る

と
学
び
ま
し

た
。

ま
す
。

当
然
な
が
ら
、
現
在
の

国
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を

十
分
に
加
味
し
て
行
わ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
以
上
を
踏
ま
え
た
上

で
町
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ

い
て
注
意
深
く
観
察
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

発
展
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

学
び
ま
し
た
。

東海地方最大級のメガソーラーたけとよ

浜岡原子力発電所で原子力館長の説明を受けました

浜
岡
原
子
力
発
電
所

（
静
岡
県
御
前
崎
市
）

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
た
け
と
よ 

（
愛
知
県
武
豊
町
）

平成 25 年８月 26 日（月）～ 27 日（火）

●御前崎市

武豊町●
静岡県愛知県

●御前崎市

武豊町●
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民生文教

視察研修報告

平成 25 年８月 29 日（木）～ 30 日（金）

南
丹
市
で
は
、
平
成
20

年
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
運
営
を
委
託
し
て
い
ま

す
。
提
供
会
員
（
子
ど

も
を
あ
ず
か
る
側
）、
依

頼
会
員
（
子
ど
も
を
あ
ず

け
る
側
）
と
も
、
そ
れ
ぞ

れ
１
０
２
名
で
、
年
間

３
５
０
件
ほ
ど
の
実
績
を

上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

提
供
、
依
頼
会
員
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
は
２
名
の
ア
ド

東
近
江
市
で
は
、
小
学

校
区
ご
と
に
学
童
保
育
所

を
整
備
し
、
そ
の
数
は
公

設
、
民
設
合
わ
せ
て
29
カ

所
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
管
理
は
、
保
護

者
会
を
指
定
管
理
者
に
し

た
り
、
民
間
に
委
託
し
た

り
し
て
い
ま
す
。
保
護
者

と
指
導
員
が
一
体
と
な
っ

て
、
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
保
育
を

目
指
し
て
い
る
と
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
訪
問
は
、
建
物
が
最

バ
イ
ザ
ー
を
配
備
し
て
い

ま
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

的
確
な
仲
介
や
、
提
供
会

員
へ
の
研
修
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
現
在
ま
で
に
、

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
は

も
と
よ
り
、
事
故
も
起
き

て
い
な
い
そ
う
で
す
。

安
八
町
で
は
、
７
月
に

事
業
を
開
始
し
た
ば
か
り

で
、
活
動
件
数
も
少
な
い

た
め
、
今
後
は
事
業
活
動

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
新
し
い
み
つ
く
り
こ
ど

も
の
家
を
見
学
し
ま
し

た
。
工
期
短
縮
が
で
き
、

品
質
管
理
も
し
や
す
い
プ

レ
ハ
ブ
工
法
で
作
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
元
気
に

の
び
の
び
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

安
八
町
の
今
後
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

滋賀県 東近江市
人口　11 万  5,479 人
面積　388 ｋ㎡

京都府南丹市
人口　3 万 3,987 人
面積　616 ｋ㎡

東近江市みつくりこどもの家

東近江市みつくりこどもの家　子どもの様子

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

（
京
都
府
南な
ん
た
ん丹
市
）

み
つ
く
り
こ
ど
も
の
家

　
　
　
　
　
　
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）

滋賀県

京都府

南丹市●南丹市●

●東近江市●東近江市
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あ
ん

ぱ
ち

 議
会

だ
よ

り
　

発
行

責
任

者
：

議
長

　
安

井
藤

夫
　

編
集

：
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
　

〒
503-0198 岐

阜
県

安
八

郡
安

八
町

氷
取

161

「
あ

ん
ぱ

ち
 議

会
だ

よ
り

」
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

本
誌

に
個

人
の

顔
写

真
・

氏
名

な
ど

を
掲

載
す

る
場

合
に

は
あ

ら
か

じ
め

本
人

ま
た

は
保

護
者

か
ら

の
了

解
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。

議会に関するご意見ご要望が
ございましたら、議会事務局
までご一報ください。

TEL

0584-64-5011FAX

E-mailでも受け付けています。

gikai@town.anpachi.gifu.jp

 議 会 事 務 局 直 通　　　　　　　
0584-64-4931　

住
民
参
加
企
画

西南濃町議会議員研修会
10月7日、安八郡、養老郡、不破郡
の町議会議員が一堂に会して、研
修会を行いました。市町村アカデ
ミー客員教授の大塚康男氏から「議
会改革と議員活動のチェックポイ
ント」の講演を聞きました。

大垣フォーラムホテルにて

―
― 

野
球
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
な
ん
で
す
か
。

若
原
さ
ん　

小
学
校
１
年
生

の
と
き
、
憧
れ
の
先
輩
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
誘
わ
れ

ま
し
た
。

   

名
電
高
校
に
入
ろ
う
と
小

学
校
の
と
き
か
ら
決
め
て
い

ま
し
た
。

―
― 

練
習
は
厳
し
い
で
す

か
。

若
原
さ
ん　

野
球
部
の
寮
か

ら
学
校
ま
で
毎
朝
、
13
キ
ロ

を
走
り
ま
す
。
練
習
は
７
時

ま
で
で
、
そ
の
後
寮
に
帰
っ

て
も
自
主
練
習
で
す
。

―
― 
一
番
の
思
い
出
は
な

ん
で
す
か
。

若
原
さ
ん　

今
年
の
愛
知
県

大
会
の
準
決
勝
で
、
４
打
数

４
安
打
３
打
点
の
成
績
で
し

た
。
こ
の
日
は
と
て
も
調
子

が
良
く
て
、
ボ
ー

ル
が
止
ま
っ
て
見

え
ま
し
た
。

―
― 

優
勝
し
た
瞬

間
は
？

若
原
さ
ん　

夏
の

決
勝
戦
で
は
、
２

対
１
で
勝
ち
ま
し

た
。
僕
は
フ
ァ
ー

ス
ト
を
守
っ
て
い

て
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー

ゴ
ロ
で
最
後
の

ボ
ー
ル
を
と
っ
た

瞬
間
に
優
勝
が
決

ま
り
、
甲
子
園
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。

―
― 

お
世
話
に
な
っ
た
方

も
た
く
さ
ん
い
た
で
し
ょ

う
？

若
原
さ
ん　

ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
中
学
・
高
校
時
代
の
監

督
な
ど
、
そ
し
て
今
も
最
高

の
仲
間
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
小
学
校
時
代
か
ら

バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん
で
い
た

親
友
は
、
今
も
大
き
な
支
え

で
す
。

―
―
高
校
野
球
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
は
？

若
原
さ
ん　

寮
生
活
を
経
験

し
た
こ
と
で
、
親
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し

た
。

―
―
将
来
の
夢
は
？

若
原
さ
ん　

一
流
の
プ
ロ
野

球
選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
、
夢
で
は
な
く
、
目

標
で
す
。
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表紙の題字「あんぱち」は

名森小３年 古
ふ る た

田 朱
あ か り

里 さん
の作品です

8月22日、山梨県身延町議会から、
議会広報編集委員の皆さんが安八
町を訪れ、議会だよりの編集方法
を視察されました。

夏の全国高校野球選手権大会出場

若
わ か は ら

原翔
し ょ う へ い

平さん
今年の夏、全国高校野球選手権大会で、愛
工大名電高校から、球児憧れの甲子園に出
場した若原さんに話をうかがいました。

聞き手／岩田　譲治 
野中裕一郎 
小川　文雄

［領家地区］

愛知県大会準決勝では４打数４安打３打点の大活躍

議会だより視察を受け入れ

視察研修の様子

議会の傍聴にお越しください。
次回の議会定例会は、１２月です。日程は、
安八町広報紙、広報無線でお知らせします。 2013.11.1あんぱち議会だより　第55号 14


